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十勝平野活断層系の浅層反射法地震探査

Shallow seismic refraction profiling of the Tokachi Plain Active Fault System, Hokkaido
Japan
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十勝平野活断層系の浅層反射法地震探査を実施し，以下のことが明らかとなった．

１)測線下には，２つの撓曲帯が存在する．西側の撓曲は，幅約 2km で上下方向に約 0.25～0.3 秒程度の変位量

が認められた．RP1060 付近では，背斜状の高まりが見られ，局所的な短縮を示す逆断層の可能性があり，地上部

の途別川断層に一致すると考えられる．東側の撓曲は，幅約 1km で上下方向に約 0.25 秒程度の変位が認められた．

撓曲は地上の以平断層（撓曲帯）にほぼ一致する．

２)撓曲変形の第四紀後期における活動の結果，丘陵と平野の分化が進み，本地域における地殻短縮による東西

水平圧縮が解放されたと考えられる．

第四紀後半における北海道のテクトニクスは，主として日高衝上断層帯前縁側の石狩低地帯と背後側の十勝平

野における，東西圧縮の応力解放によって特徴づけられる．十勝平野東縁部には，南北約80km にわたって，第四

紀後期の段丘群を変位させる'十勝平野活断層系'（東郷・小野，1994）が知られ，東部の丘陵と平野を分化させる

東上がりの逆断層であるとされている．しかしながら，十勝平野の地下構造については，日高衝上断層との関係や，

豊頃丘陵と十勝平野の分化プロセスなど，未だ解明されていない事項が数多く残されている．

そこで本研究では，高分解能反射法地震探査を使用して，地下 1km 程度の地下構造と活断層の地表の変形につ

いて検討を行った．探査は 1999 年 8～9 月に実施し，測線は帯広市南部の道道大正－糠内線の途別川から猿別川に

至る約 7.5km である．震源は，東京大学地震研究所所有のミニバイブレーター車を使用し，発振点間隔は 25m，10

～80Hz で１地点 5 回 sweep を行った．受信点間隔は 25m，10Hz の受振器を用い，180ch，2ms で記録を行った．そ

の結果，往復走時0.5 秒前後までは，部分的ではあるが連続する反射面が確認できた．

測線西端部の RP1000 から RP1080 の間では，丘陵側が上がる大きな撓曲構造が確認できる．さらに撓曲構造か

ら東に向けて，反射面が緩やかに傾き下がるが，RP1200 付近で，再び丘陵側が上がる撓曲が存在する．ただし，

RP1200 番付近の表層には，非常に地震波の伝播が遅い未固結層が存在するために，横方向の連続性が悪くなる．

測線東端付近では，緩やかな東下がりの傾斜を示している．すなわち，本測線の地下には２つの撓曲構造の存在が

認められた．これらは，東郷・小野（1994），越後(1999)が示した活断層の位置とほぼ一致し，西側の撓曲が途別

川断層，東側の撓曲が以平断層にそれぞれに該当する．反射断面の解釈については以下の通りである．

＜途別川断層＞

地上で低断層崖として認められる本断層は，地下では RP1000～RP1060 付近に認められる幅約2km の撓曲帯の一

部にあたり，おおよそ 0.25sec 程度の上下方向の変位が認められる．RP1060 付近には 0.5sec 前後で背斜状に高ま

り，傾斜が急変する場所がある．これは，撓曲帯内の局所的な短縮により発生した逆断層であると考えられる．

＜以平断層＞

地上では撓曲崖として認められる本断層は．地下でも同様に撓曲変形をしている．撓曲の幅は約 1km で，撓曲

の東西では0.25～0.3sec 程度の上下方向の変位が認められる．

変位速度については，現在のところ測線上に時間指標がないため検討できないが，地形面の変位から見ると，

0.2～0.4mm/yr の B 級の活動度を示す．これは，本地域が東西水平短縮の解放場として，第四紀後半に両撓曲を成

長させ，十勝平野と東縁丘陵群との分化を進めたものと考えられる．
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